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はじめに

宝島は，屋久島と奄美大島の間に連なるトカラ列島に属し（図ｌ），旧北亜区と東洋亜区

の境界で，悪石島と小宝烏のあいだ（トカラ海峡）にある渡瀬線（加藤1989）より南に位

置する生物地理学的に興味深い地域である．しかし，その鳥類相については十分に調査され

ていない．筆者は，自身が観察した記録とともに，これまでの記録を収集，整理し，現時点

で考えられる鳥類相の特徴について考察した．

図１．トカラ列島

Fig.１．TokaralslandChain

３０．Ｎ

29.Ｎ

と

）
鈍
》



4４

調査地および調査方法

宝島（29.9,Ｎ，129。12,Ｅ：図２）は，面稲5.95kｍ２，周囲12.1kｍ，最高点291.9ｍ（イ

マキラ岳）で，北西から南東にかけて稜線がのびており，そのまわりを海岸段丘状の平地が

とり巻いている．山地の大部分はタブノキMzdh"抵肋”69城群落またはその二次林におおわ

れ，リュウキュウマツ厨"2,s〃cjb"Cl@s商の二次林が点在するほか，山頂帯や急傾斜地，樹林

崩壊跡地にリュウキュウチクPYe勿bkzs雌ｊ伽ea7fs群落がみられる．ただし，北西に位置する女

神山は，山頂部や北西斜面の急崖地にケウバメガシＱ灘e"8dslAjz4ymeOj《たsメ"γ妙漉群落が

みられるほかは，ビロウＬ"is〃"αcﾉi伽e猶is群落におおわれている．島の北東部には砂丘が

発達し，砂丘と山地のあいだには，大池，小池とよばれる２つの池が存在する．これらの池

は季節により縮小，あるいは消失することもある．海岸線は，鷺ヶ崎，大瀬崎，荒木崎に岩

場がみられるほかは，平坦な隆起珊瑚礁にとり囲まれている（以上，植生は大野１９８９によ

る)．

筆者は，1996年３月22～２６日，同年８月７～１６日，1997年７月18～２７日，および1998

年６月20～２６日に宝島に滞在し（以下，各調査期間は３月，８月，７月，６月と略す)，鳥

類を任意に記録した．調査の一部には本田智明氏（７月)，宇佐見依里氏（７，６月）も同行

した．６月の調査では，林道（図２）に３kｍのコースを設定し，平均時速２kｍで３回歩き，

両側約25ｍ以内で確認した種を記録するラインセンサスも行なった．

今回の記録と，既存の文献による記録，すなわち清棲（1978)，迫・永徳（1986)，鹿児島

前篭港 赤木崎
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図２.宝島．実線はラインセンサスのコース．

Fig.2.Tnkarajimalsland・Boldlineshowsthemuteoflinecensuses．
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県環境保健部環境管理課（1987)，迫（1991)，大沢・大沢（1995）および鹿児島大学野鳥

研究会（1996)，さらに私信による未発表記録を整理し，月ごとの分布状況を表にまとめた．

また，トカラ各島の記録（上記のほか，Hanawa＆Tobail994，森田1995.ただし森田は，

氏自身の観察記録に限る）と比較し，宝島の鳥類相の特徴について考察した．なお，鹿児島

県環境保健部環境管理課（1987)，迫（1991）における宝島の記録には時期がはっきりしな

いものもみられるため，それらの記録は無視した．また，1984年の記録は基本的に迫・永徳

(1986）を引用したものであるため，無視した．迫（1991）は，記録を列記した目録のほか

に一覧表も示しているが，そのあいだに食い違いがみられる場合は，基本的に目録の方を正

しい記録とみなした．ただし，ノゴマＬ恋”ねαz"”eの記録は他文献と食い違いがみられる

ので，無視した．また，目録において記録の一部ないし全てが欠落しているウミウ，コシア

カツバメ，ハシブトガラス，さらに目録のほうに明らかな誤記がみられるツバメ，キセキレ

イ，ハクセキレイは，一覧表のほうを正しい記録とみなした．

結果および考察

現地調査で確認された鳥類

３月に44種，８月に17種，７月に２１種，６月に27種を確認し，計59種（ドバトを含む）

を記録した（表１）．うち７種は，宝島初記録となった．

夏期に記録した計37種のうち，クロサギについてはすでに繁殖（巣卵，ヒナ）が確認さ

れている（迫・永徳1986)．今回の調査ではハシブトガラスしか繁殖（幼鳥）を確認できな

かったが，６月の林道のラインセンサスでズアカアオバト，アカショウビン，メジロが優占

的にみられ（表２)，３種ともさえずりを確認したほか，ズアカアオバトはつがいを，さらに

サンコウチョウについては雄成鳥とさえずりを確認したので，これら４種は繁殖している可

能性が高い．留鳥と考えられるカラスバトは，夏期は目立たなかったが，３月に至るところ

で鳴き声を聞いており，夏期よりも春期に繁殖行動が活発になると思われた．同じく留鳥と

考えられるイソヒヨドリは，３月および８月には前篭港などで普通にみられ，７月に大間～前

篭港～荒木崎を調査した際には大瀬崎で雌１羽，荒木崎で数羽とさえずりを確認したが，６

月に大瀬崎～前篭港～宝島港を調査した際には確認できなかった．これはおそらく，荒木崎

など岩場の多い環境で局所的に繁殖しているためであろう．シロチドリは，島民が赤木崎お

よび大間で５月初旬にチドリ類のヒナを確認しており（宇佐見私信)，これらの場所で夏期

にシロチドリが少なくないことを考えると，宝島でも繁殖しているものと推察される．ただ

し筆者は，幼鳥を確認できなかった．ヒヨドリは，全国的に普通種であるが，宝島では３月

に２羽，７月および８月に１羽ずつしか確認できず，繁殖している可能性は極めて低いと思

われた．このほか，ゴイサギ，ミサゴ，ホトトギスはトカラ列島で繁殖するとされ（森岡

1990)，コアジサシ，ヒメアマツバメ，アマツバメおよびツバメは奄美諸島で繁殖例がある

が（日本鳥学会1974,奄美野鳥の会1997)，今回宝島において，繁殖の可能性は見出せな

かった．以上より，クロサギ，シロチドリ，カラスバト，ズアカアオバト，アカショウビン，
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表1．現地調査で確認された鳥類

Table１.BirdsIEcordedinthepresentsurvey．
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＊：宝島初記録．RecordedfbrthefirsttimeonTakamjimaIsland．
△：同行者（宇佐見）による確浬．ReCOrdedbyEUSami．

P他ｍｃｍｍｍｘｍｐｊＩＩｑ畑s
Nycfim'mmyc〃"ｍｘ
Ａ施ｊｅｏｈ加cd岬ｓ

Ｂ脚ｈ止蛭池js

Eg7笹ｆｍａﾙﾛ
Egだけα加陀m1Euim
Eg花伽8,陸地
E､“IOPhOI鱈
E・sUzcｱｗ

Ａｧvf”ｃ加師印

AjX8z7Ieri“'何ｍ
ＡＦ１‘'spOe℃iIm加加”
Ａ,ｓｆ花pEγｗ
Ａ.ｐ師eIoPe
Pi7”jo〃加伽E伽ｓ

ＭｊＩ”ｓｍＩｇ７ｍｓ
ＢＭｆ“伽f印

励Imi伽剛、“1脚Ｓ

ｃ肱mdril4sd地加ｓ

ＣｇｊＦｍ肘｡河”S

PI剛ひmIjsﾉi‘I”
Ａ面”加伽feアア濯
乃伽gzzeｱyfhmP皿ｓ
正ocfImPms
工gInrwUIn
Hefemsce伽s6'”jpes
AcfifisﾉWpI“"ｓ
Ｘ２”Ｓｃ伽eｧF14s

ScoIOPnxmsfjmIa
G"I伽qgOgnlI伽昭Ｏ
Ｇ他面胆”肘i”mm

ChIjhf”msIeIJm〆ems
sfmmqﾙ伽而s
coImm伽jimf附加
sphE""rusﾉbmms何ｅ
Ｑ４“IMS”ljbc印加ＩＭＳ
Ａ”s術"お
A・”c倣妬
HpIcyO〃、ｍ”"血
u)，脚”ePql，s
AIhzⅢdlm”e"ｓＩｓ

Ｈｊ池F1zjbmsfjm

MomEiIIaci"Eｧ”

Ｍ､α16ｗ

Ａｍ伽s“γz）i”s

Hy72sjpef“伽“IUm焔
Bombyri伽8,”伽ｓ
８．ﾉhPO抑ｊｍ
Ｐｈ匪祁c”"s”ｍだ"Ｓ

ＭＯ耐fjmllzsoIjhz血Ｓ

ｃをf伽｡巾加"ｇ
、７，s巾ｈ”“fmaz側血hz
ZOsfemPsﾉﾛ”剛“ｓ
Ｅｍｈ２減Zamgf麺

Ｅ､Spodb“P加伽
Ｓ雌、脚Ｓｃ伽emcE14s

Corz'閲S御gjkguS

申斗
７

品
“

・
う
。
．
ギ
＊
。
．
恥
ノ
リ
↓
ゴ
＊
キ
．
キ
ー
ｒ
口
・
ソ
ト
オ
ス
ハ
Ｊ
涙
し
』
ラ
イ
レ
』
ヤ
ャ
．
．
ョ
力

坐
イ
。
ソ
．
＆
イ
坐
イ
馨
叩
◆
。
Ⅱ
〃
ず
て
ふ
″
も
″
〃
１
口
し
か
〃
Ⅲ
リ
．
●
沙
』
１
ｒ
弓
人
手
〃
●
Ⅲ
リ
ー
フ

蛭
イ
＊

碁
叩
手
』
エ
し
ふ
小
・
ソ

ゲ
叩
ド
℃
グ
ギ
ギ
ラ
瀦
ギ
”
ギ
．
好
助
蹄
パ
流
ギ
”
パ
功
ツ
リ
メ
‐
レ
キ
ム
″
．
．
ｙ
・
ソ
ウ
ョ
イ
ウ
ロ
心
″
．
。
＆
〃

尚
〃
マ
，
Ⅱ
ｒ
Ⅱ
リ

ギ
。
．
。
上
イ
。

叩
崎
パ
制
ツ
ハ
ク
ク
タ
リ
ウ
ス

も
軸
Ｊ

和
市
耐
榊
州
榊
群
癖
癖
榊
排
獅
掘
州
淘
肥
刷
卸
釧
油
蜘
軸
池
癖
和
銅
伽
小
挿
淋
が
崎
、
掘
源
州
岬
河
流
榊
跡
が
播
恥
獅
叫
や
ゆ
池
椛
”
や
”
蛎
祁
恥
緬

○
○

○ ○
△
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○ ○
○

○
○ △

○○
○
○

○

4６

○○○○幼烏確亜

６－一

台風通過直後に１羽飛来

4４１７２１２７

さえずりのみ確浬

○
○○

○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○ ○
△

亜種Ｉ“cUpsisあり

○ ○

○
○
○

○
○
○

○
○

○



４．６７

８．６７

８．００

１．３３

２．６７

表2.林道でのラインセンサス結果（個体数，優占度，１時間当たりの密度）

Table2.species,numbers,relativeabundance(RA,％)anddensity正cordedbylinecensusesonTakarajiｍａ．
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個体数Numberofindividuals25１６．６７４５３０．００３８２５．３４１０８23.99
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イソヒヨドリ，サンコウチョウ，メジロおよびハシブトガラスの９種が宝島で繁殖するもの

と推察されたが，クロサギ，ハシブトガラス以外については，今後巣卵，幼鳥などの確認が

必要である．

シロチドリを除く８種は，トカラ列島のほぼ全域で繁殖するものと考えられ，このうちズ

アカアオバト，アカショウビン，サンコウチョウは奄美諸島側，メジロ，ハシブトガラスは

本土・屋久島側からトカラ列島に侵入し，定着したものと考えられている（森岡1990)．た

だし，メジロ，ハシブトガラスが本土・屋久島側起源とみなされるのは，中之島，悪石島な

どの標本が本土・屋久島側の亜種と一致したためであり（森岡1990)，宝島産の個体につい

てはまだ検討されていない．筆者が観察した限りでは，宝島のメジロは小型で脇腹が灰色味

を帯びるなど，大半が奄美・沖縄・先島諸島に分布する亜種リュウキュウメジロＺ・ノ．

"odhOOgjZsis（日本鳥学会1974）に酷似し，少なくとも悪石島産個体（1996年８月観察）と

は異なる印象を受けた．また，悪石島と宝島のあいだに位置する小宝島ではメジロが夏期に

通常みられないので（1998年６月の筆者調査による．島民によると，春期に群れが通過する

らしい)，メジロの繁殖分布はトカラ海峡周辺（渡瀬線）で途切れているといえる．このこ

とから，宝島のメジロは奄美諸島側に由来することが示唆されるが，８月の調査では脇腹が

わずかにブドウ色を帯びた個体も数羽観察されたので，より詳しい調査を行なう必要がある

だろう．なお，迫・永徳（1986）は島民の情報から，宝島ではメジロが夏期にまったくみら

れず，繁殖もしないと述べている．これが事実ならば，メジロの繁殖が宝島に定着したのは

ごく最近ということになり，興味深い．一方のハシブトガラスについては亜種を確認できて

おらず，メジロ同様，詳しい調査が望まれる．
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宝島の鳥類相について

今回の記録と過去の記録をまとめたものを付表に示した．これにより，宝島ではこれまで

137種（ドバトを含む）が記録されていることが明らかとなった．このほか，記録時期不明

の種としてウズラＣｂ跡〃な”0"”，カッコウα”“cα〃0“，ヨタカＱゆ減"z郡』g郡sj"｡i“，

ブッポウソウＥ測りIsm加恋０池加如ﾉis，ヤイロチョウ厨”ｂｍｃﾉiy2Wm，ミソサザイ７１mgＩり｡y"ｓ
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ｵ､gﾉodyres・コマドリＥ減妨α“αﾙα吻較，ノゴマ，ルリビタキ、z汚較γqyuZ”“，マミジロ

ル忽脚ｓｓ海流“s・クロツグミ弧ｃα減ｉｓ，キクイタダキR2g秘“畑g"Ｉ妬，キビタキFYce血〃

"α”jss伽α・オオルリＣｼα"”"ﾉａｃｙα"0郷e〃"α，サメビタキＭ"scjc”ａｓ伽"cα，ホオアカ

E加be減zzz血αz〃およびオオジュリン”6e7f2zzsC〃0e城“がある（迫・永徳1986)．このうち，

トカラ列島において宝島だけで記録があるのは，ナベヅル，ミユビシギ，セグロカモメ，ア

ジサシ．コアジサシ，カンムリカッコウおよびハシボソガラスの７種であるが，いずれも３

回以上記録されたことはないので，宝島に偶然迷行したものであると考えられる．ほかに宝

島の鳥類相の特徴としては，シロチドリが周年みられることが挙げられる．列島内において，

宝島以外では夏期（８月下旬は除く）の記録がみられないが，先にも述べたように宝島では

夏期に少なくない．隆起珊瑚礁による平坦な海岸や，その内側に広がる砂浜など，宝島特有

の海岸地形が，シロチドリにとって好適な生息環境になっているものと思われる．

なお，トカラ列島で繁殖が確認されているアカヒケＥ流娩αc”ル0"αdりが（中之島，平島，

諏訪之瀬島で繁殖確認／ほかに口之島，悪石島で夏期に記録がある．以下同様)，イイジマ

ムシクイＰ〃y"ひSc”恋琉沈ａｅ（中之島／諏訪之瀬島，悪石島)，ヤマガラＲz“”流蛎（中之

島／口之島，諏訪之瀬島，悪石島）の３種は，宝島においてまったく記録がない．ただしア

カヒゲについては，笹森（1968）が宝島での生息を記しており，繁殖期以外に通過している

か（同じく記録のない小宝島では，島民によると渡りの時期にみられるらしい)，かつて繁

殖していた可能性がある．同じくトカラ列島で繁殖が確認されているサンショウクイ（中之

島／口之島，諏訪之瀬島)，モズ（中之島／平島)，アカコッコ（中之島，平島，諏訪之瀬

島／口之島，悪石島)，ウグイス（中之島，諏訪之瀬島／口之島，平島，悪石島）およびセ

ッカ（諏訪之瀬島／口之島，中之島，平島，悪石島）の５種は，宝島で記録があるものの，

夏期に記録されたことはない．ヒヨドリ（諏訪之瀬島／口之島，中之島，平島，悪石島）

も，夏期は今回の記録があるのみである（以上，繁殖記録はHiguchi＆Kawajil989，川路・

樋口1989,KawajieraI.1989，森岡1990,Hanawa＆Tobail994による)．このように，宝島

は他島（小宝島や無人島は除く）に比べ，繁殖する陸鳥の種数が少ないという特徴も認めら

れる．森岡（1990）は，1989年の夏期にトカラ列島を調査し（宝島は８月中旬の２日間)，

ホトトギス，ヒヨドリ，ウグイスが宝島でも繁殖すると示したほか（巣卵や幼鳥は未確認)，

｢おそらく各島ともヒヨドリとウグイスの生息密度がいちばん高いと考えられる」と述べてい

る．これが事実ならば，この10年ほどのあいだに宝島における３種の生息状況は大きく変化

したことになるが，森岡が調査した1989年以降に島内で大規模な環境変化が起きた形跡は

なく，それより前の1987年８月の時点でこれら３種が記録されていないこと（迫1991）を

考えると，３種とも，1989年当時から宝島では繁殖していなかったものと思われる．

繁殖する陸鳥の種数が少ない原因は明らかでない．おそらく，定着できずにいる各種ごと

に様々な要因がかかわっているものと思われるが，その要因を解明するためには，今後植生

などの環境条件や地史など，様々な要素をトカラ各島や奄美諸島と比較することが重要であ

ろう．
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最後に非繁殖種について，最近10年間（1988年以降）のトカラ各島の記録をみると，オ

オジシギＱｚ"j"qgひ"α”"たルガ，ノゴマ,ﾙﾘビﾀｷ，ﾔブｻﾒＵｼりS此”αs9”"ejcels,キ

ビタキおよびノジコは小宝島を含む４島以上で，サメビタキは横当島を含む４島以上で記録

されているが，小宝島と横当島のあいだに位置する宝島では記録がない（オオジシギとヤブ

サメは，1987年以前においても宝島では記録がない)．特にルリビタキは，小宝島以北の６

島（口之島，中之島，臥蛇島，平島，悪石島，小宝島）で記録されているのに，宝島で記

録がないのは興味深い．ただし，これらが記録されなかったのは単に調査不足のせいだとも

考えられる．今後，記録の乏しい秋冬期を中心に，さらなる調査の充実が望まれる．
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ただいた．現地調査にあたっては，宇佐見依里，本田智明，松岡裕美の各氏，浜坂荘の皆さん，お

よび家族に多大な協力をいただいた．これらの方々に厚く御礼申し上げる．

要約

1996年から1998年にかけて４回，トカラ列島宝島を訪れ､５９種（ドバトを含む）を記録した．う

ち７種は宝島初記録となった．クロサギ，シロチドリ，カラスバト．ズアカアオバト，アカショウ

ビン，イソヒヨドリ．サンコウチョウ，メジロおよびハシブトガラスの９種は，宝島で繁殖するも

のと思われた．メジロは，亜種リュウキュウメジロであることが示唆された．

これまでの記録をまとめると，宝島では137種が記録されていることが分かった．このうち，トカ

ラ列島において宝島でしか記録がないものは７種あるが、これらは偶然迷行してきたものであると

思われた．宝島ではシロチドリが周年みられるが，これも，トカラ列島では宝島だけの特徴である．

また，繁殖する陸鳥の種数が他島（小宝島や無人島は除く）よりも少ないという特徴も認められた．
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AyifaunaofTakarajimalsland,'Ibkaralslandchain

SatomAneznki

51010283-6IwanaridaiKasugai-shi,Aichi487-OO33

ThebirdsonT泡karajima応land(29･Ｎ,129.E)ｉｎthe'Ibkaralslandschain,Kagoshima
Pr℃fecture,wereobservedinthespringandsummerseasonshPoml996tol998・Ijnecensuses

andadditionalsurveysrecorded59birdspecies,(includingDomesticPigeonCb伽沈6α物jIz)，

sevenofWhichwerenewrecords,andninespeciesseemedtobreedontheisland.'Ihelocal

populationofJapaneseWhite-eyeZりs花γ”s岬”允蛎ontheislandwasthoughtbytheplumage

colortobesubspeciesj00cjboog恋2S・

ArEviewofthepastrもcordsIwealedatotalofl37speciesonT間kamjimalSland・Sinceseven

ofthespeciesIEcordedonlyonTnkalRajimaIslandhadneverbeenrEcordedontheotherislands

oftheTbkamlSlandchain,theyarethoughttobeaccidentala面ivals,SnowyPloverCｿｈａｍｄγjiZs

ajgxzz"""恋isayearroundresidentonlyonthisisland・ｎｌｅｎｕｍｂｅｒｏｆｂｒ℃edinglandbird

speciesontheislandislessthanthatontheotherislandsintheTokaraIslandchainexceptfbr
thesmallerislandssuchasKodakaIajima,anduninhabitedislands．

K2y〃o7z2s:α"加”α,nzAa7zyi加α脆肱邦｡,Tbﾙａｍｊ３ｊ”dsC〃αj〃
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付表.宝島産鳥類目録

Appendix・ListofbirdsofTakarajimaIsland．

ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
．
。
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ

ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｌ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ

ｋ烏

。
◎
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
に
ｄ
藩
◎
ｃ
●
ｄ
●
ｊ
●
◎
◎
ｄ

ｌ

ｌ

◎
◎
ｄ
ｄ
ｏ
◎
．
◎
．
，
●
◎
。
●
。
●
●
化
。
◎
◎

詞
●
●
●
●
●
妬
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

ｄ
，
◎
ｃ
に
。
◎
に
。
Ｃ
◎
仁
△
ａ
△
仁
Ｃ
ａ
姉
に
。
ｏ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｅ
△
◎
、
。
◎
。
△
ａ
△
△
◎

１

。
◎
◎
。
◎
。
◎
ｃ
◎
◎
◎
ａ
ご
◎
ｄ
◎
Ｉ
亡
◎
◎
ｄ
◎
．
◎
．
ｃ
◎
◎
。
◎
ぐ
。
ｄ
ｄ
◎
ａ
。
◎
◎
◎

ｃ
◎
。
◎
。
◎
。
◎
●
ｄ
●
ｄ
◎
●
ｄ
ｄ
◎
◎
に
。
。
◎
ａ
。
◎
◎
◎
ｄ
ｃ
ｄ
Ｅ
ｄ
●
。
◎
●
。
◎
ｃ
。
◎
。
◎
◎
．

』龍１２３

△
△

仁 ａ
ｃ
ｃ

ｄ
ｄ

キ
ウ

リ

イ
耐
斗
そ
＃
マ
ポ
十
可
汁
湾
・
碑
．
。
。
。
。
．
ｙ
・
ソ
・
ソギギ
ギ
リ

リ
・
ケ
イ
．
汁
・
・
キ

モ
モ
稲
が
リ
ト
イ
．
ノ
ヨ
ウ
キ
キ
キ
キ
．
斗
吻
ク
ク
ギ
ド
部

グ
９
柄
ソ
泌
州
、
Ｊ
リ
．
ｆ
・
口
．
・
卜
・
ソ
．
．
〃
．
．
〃
．
・
ソ
キ
・
・
ｙ
リ
ャ
ャ
．
．
ｙ
チ
カ

榊
和
施
珂
”
”
榊
樹
榊
諦
恥
需
群
耐
癖
榊
銅
祇
癖
燕
淘
獅
州
唖
輯
帝
腿
耐
飛
岬
伽
称
雨
が
鋤
栴
価
心
称
群
州
州
榊
磁
碓
脚
捗
細
祇
砺
報
癖
亦
癖
”
》
幡
恥
州
恥
》
器
群
”
”
蜘
坤

Suh趣cUgnsf”
Phaわｃ７Ｕｍ噸xp1Pjl胸如s
Bof型ｍｓｓＭｈ応

IxobW[h“5航師Ｓお
I,此ひj､"js
Go“dii蝉即jsugi
lW℃fjmmx"yrfjmmx
B脚forjd応鈍池！“

Ardfりゎ比Edr妬

B凹如ﾉmsibi5

Eg花ffgaIhq
E､ｊｍｍ"Ed画

E､gzwzEffg
E､mlbPkof毎
E,麺、オ

Ａ７ｄｍＥ航Eｱｍ

Ａｊｘ解kTfr脚と“
Ａ唾Plh21yｧhy7zdios
A､PpErjIb市Ｗｄｈａ
Ａ.”?ｒｍ

Ａ・ｓｆｱ可滝７百

Ａ.ＰｍｒｊｂＰＥ
Ａ･型型哩

A・ｄｙｐａ$fg
Phmdjm瞳J唾卸塞

Prmj5gP狗切T鱈
MjIm4smqgｱ、鯵
A[”jf”ＳｐＩｂｍｓお
Ａ､ｇ脚と志
ん〃jSms

B“ｍ６Ｈｆｍ

Ｂ型f鋸如『肋j唾曾

FplmPf7wgmR区Ｓ
Ｆ・subbufm

Rf伽、、麺j蛭

Ｇｍ５ｍｐｍａｒ地

Ａ”脚、ｍおpltomjqmJs
Gz"加地ｄ$わ、P“
F脚ｌｉｍｇ堀

Ｃ片口歴｡万“釦h紬Ｓ

ｃ口jPxml回、l贈

CmomgOI8ds
Cj圏邑rhm口脚"jj

PluDjgIis血Ｉｍ
Ｐ､珂函”､&ｚ
Ｖｍ２Ｉ〃ｓ西岡副J座

Ａ、画商航iE7ｱ庵
α哩応f2mJw睡踊ｊ

Ｃ.α型瞳jp哩塑

cqlP”
Ｃｍｒ?f唾切揮

7洞i打騨E7WhmpEJs
菰加2伽4上面

ＴｏＥｈｍｐ酉s
TglZwmJq
HEfEmsaf唾bｧ”PC雪
Ａ創雌lhy戸”“
Ｘ麺必旬施Ｅ７型９

画nｍ“ｌｑＰ７ｍｎｊｍ
Ｍｗｍｍｊ砥α岬“１１１
Ｎ・phn2印ﾌ唾
Smb陣xmsfjmね
Ｇｵ"j)､ｇｏ顔肪ｿtqgo
Hj沈師IfOFHshjmnylf叩砥
ＧｈｒｒＵｌｈｍａｕ”ｍｍ

ｕｍｓａ睡師地！“
Ｌ、芯gjmSf応

C1Wjkf”露”cUPfEms
SfEmqhjm『EdD

s.α貼りけm5
CbI脚mhg御伽ｍ
Ｓｆｒ印fqPd画off、蛇姑
印姉凹、sﾉｍｍ５唾
ｏｆ“Il4sPUIjba7，肋I蝉
Ｃと唾！”“、唾pf伽g

Hinmd2P1Jsm幽血“f“
AP腿s9５，５

ほかにａ

88.4.30：１羽（大池付近〉
△89.12.28

93.5.31：１羽［､93.6.21付剛日本薪聞〕

。◎

仁

５１

△

89以降紀録がない

◎繁航［a］

％､3.25：ハ（小池）
93.3.14～21／ほかにａ．ｂ

％,3.25：３羽（小池）／ほかにａ

△ほかにａ

％､3.23～２５：3,1¥１（小池）

93.3.21：１羽（赤木崎）
△

’878.22～2６

97.5.17：３判

ほかにａ

△

△

ほ力､にａ

91.10.6～１４：２羽
△

79.3.15～１９：１２羽

96.4.24～２８：１羽（大池付近）

ほかにａ

％3.23～２６：１冬（集藩付近水H1）
88.4.28～5.4：１羽（前遥港海岸）

△
△
△

96.424～２８

四-３お～２６：２羽

88.3.24：２冬
91.10.6～１４

△

98.6.21：１羽（ヘリポート付近草地）
ほかにａ

％322：２羽(築落付近水田)/％､６２４：１羽(赤木崎）
88.4.28～5.4：１羽（鷺ケ崎）
97.5.18：２羽

ﾊｼ゙ ﾛｸﾛﾊﾗｱｼ゙ わC1W鰯麺雄ｌ

ｱｼ影ＳｆＥｍｑｈｊｍｌ

ｺｧｼﾞ影ｓ,α肋妨、５
ｵﾗｽﾊ゙ ﾄCbI脚mhg卿
ｷｼ゙ ﾊ゙ ﾄＳｆｒ印fqPdiq
ｽ゙ ｱｶｱｵﾊ゙ ﾄ印姉凹、sノ
*ﾄﾄｷﾞｽｏｆ“I妬”
ｶﾝﾑﾘｶﾌｺｳＣと唾forα

ﾊﾘｵ戸ﾂﾊ゙ ﾒHinmd2P1J9
ﾋﾒｱﾏﾂﾊ゙ ﾒＡＰ腿s9ｗｍ９
７ＷﾊﾞメＡ・pwrjｿ、４ｓ

ほかにａ

74.5.11：１羽（小中学校）
97.5.17：３+羽



ｄ

ｄ◎

ｄ△

ｄ

△

△ほかにａ

96.3.23～２６：１羽（集落，築落付近耕地）

ｄ

ｄ△

△89.1228：２羽／ほかにａ

93.3.21：Ｊ１
ほかにａ

△

93.3.14～２１

△

ｄ△

884.28～5.4（前篭港東側海岸）
96.4.24～2８

88.4.28～5.4：ギ１（赤木崎）

付表.続き

Appendix、Continued．

ｄ
ｄ

月毎の分布状況OCCUrrenCB
１２３４５６７８９１０１１１２

－一五~壱~ａ=一
擁nesenamo鶏雌cnam。 ,6篭

ｄ
ｄ
．

ｱｶｼﾖｳﾋ゙ ﾝHajcyU打ｍｍｍｍ血
88.5.1：１羽（前篭港）

ロ

メ
メ

リ

◆
●

ク
ー

。
Ⅲ
。

ウ

ス

ハ
ハ
メ
レ
ハ
、
キ
マ
ィ
．
キ
℃
℃
わ
ｊ
Ｘ
↑
７

７
７
．
上
，
ヒ
ハ
イ
ク
ク
タ
リ
リ
十
．
タ
キ
キ
ゥ
．
ソ
。
刀
．
ソ
．
コ
ド
リ
う
。
〃

う
ウ
ゥ
ハ
ｊ
△
七
・
１
９
．
１
と
ク
ャ
ャ
．
．
、
、
、
．
。
Ⅱ
‐
・
ク
リ
〃
ョ
雑
ケ
″
・
リ
．
７

．
ｙ
。
１
７
．
．
．
１
レ
ロ
。
タ
リ
ウ
リ
。
。
と
キ
ト
。
卜
。
、
ｙ
ス
キ
と
。
・
子
ロ
・
可
・
才
。
口
才
・
ソ
・

Ａ
０
ｒ
．
力
。

稚
”
州
釧
岬
鵡
抽
恥
榊
卸
鴻
評
彩
淑
姉
跡
稲
非
ｒ
蝿
吻
酌
画
旭
祁
岬
緬
獅
砺
諦
輝
洲
坤
妨
和
沌
椛
鋤
和
赫
赫
蓉
榊
羅
稲
沸
狗
”
榊
円
加
軸
ノ
妙
外
愉
沖

“
ガ
ャ
。
と
．
ｙ
プ
リ
ゴ
イ
７
キ
ハ
マ
ヒ
ム
タ
サ
．
と
そ
キ
ヒ
・
ソ
ノ
イ
ト
ク
了
了
・
〃
マ
プ
ウ
↑
七
才
エ
ゴ
冊
β
メ
ホ
・
コ
キ
・
刀
、
、
、
．
〃
・
ｙ
Ｊ
了
γ
了
・
１
キ
コ
ム
ミ
ハ

ＡＩ“d皿f油jS

uPMPzz印叩s
AlhTM血ａｍｍｓＩｓ

Ｒ伽施ｱPpr的
Hjr叩伽ｍｓｆｊｍ

Ｈ,伽ｈ伽ｍ

Ｈ.“凹減ｍ

Ｄｆ此加加幽rfMm

Mpfaci伽ﾉ､'”
Ｍ､ｃ伽”“

Ｍ･副如

Ａ耐加smZxW蒔能jlmd的e

A,hafgsm7j
A・ｃｍ７加妬

Ａ･sljmIgf畑
P27tmrof妬。"rim他s

Hyps巾Ｅｆ毎”"ＨｍｆｊＳ
“耐'４s加“p加lus
Bow71WFi他顔、０１脚ｓ
Ｂ.〃”"jm
Ph“加伽ｍｓ“ｍだＩｨs

SaxjmIpIo可“伽
Ｍｏ"比olhz”l池rjMs

Zmf蛇加歯型唾勿

耐〃d側ｓ耐”"伽

祇dhFySO”ｓ
Ｔ.“也餓OPS
頭”"財蛎
ｍｏｂｓｃｌＪｍｓ

ＴｍＭｍｗｍｉ

ａＩ伽djph”e
Acmc甲加1脚s””伽加配妬
CjSfimlgj”“お
周red吻仰”
MIUsc””grisejSfjcm
M.““rjm

m7JsjPho71EaImm脚血畑
ZosI2mP5””加卿ｓ
ＥｍｂＥ両z“わiiffs

E.”釧伽
Ｅ,曲rysDPhWs
E・nUsfjm

EelEgwms
E・皿アゼＵｈ

Ｅｍｆ肋

E,ＳＨＩＰ伽耐如
Ｅ,sPafo岬加ln
almrj脚s&zPPmi“s
Frjmgj伽揃o加獅'1gjIh
E叩加、””ｍｍ
Ｓ地、鵬”f嘩脚ｓ

Ｓ.'肘坤〆恋脂
Ｓ､c加耶唾恋

ｃｂｍＭｓﾉﾔ'4ｇｊｊ２ｇｕｓ
Ｃ.“ｍ舵

。
◎
．
。
●
。
●
。

●
．
。
●
。
●
。

●
●
●
●
●

に
△
◎
。
△
。
◎
Ｅ
Ｃ
△
ｃ
ｃ
。
◎
Ｅ
Ｃ
ｃ
ｃ
△
。
△
◎
ｃ
ｃ
に
△
ｃ
△
◎
ａ

ａ
。
◎
ｄ
Ｃ
◎
。
◎
ｄ
ｃ
ｃ
。
◎
ｂ
◎
◎
Ｃ
ａ
◎
Ｅ
ｄ
ｃ
◎
ｃ
Ｅ
ｄ
Ｃ
ａ
ｃ
◎
ａ

。
◎
。
◎
に
。
◎
ｄ
◎
◎
ｄ
ｄ
◎
ｄ
●
。
◎
ｃ
◎
ｄ
ｄ
。
◎
ｄ
◎
◎
。
◎
．
。
◎
◎
ｄ
に
ｃ
◎
●
ｃ

。△

97.5.17：５+羽

95.7.29～8.3（イマキラ岳山頂）
ｄ
ｄ

ｄ
ｄ

5２

ﾊｼﾌ､ﾄｶﾞﾗｽＣ・”cｍ油”chos

△

ａ：迫・永徳（1986）

ｂ：鹿児島県保健現境部環塊管理課(1987）
ｃ：迫（1991）

ｄ：鹿児島大学野鳥研究会（1996）
△：私侭による（大沢夕志・啓子：1989.12.28～1990.1.5／上野僧一郎：19975.16～18）
ReCordedbyY､Osawa＆Ｋ・Osawa(1989.12.281990.1.5)andS､Umo(1997.5.16-18)．

●：今回の調壷で確盟（宇佐見の記録を含む）．RemrdGdintheprESerltSurvey．
◎：複数文献（私信・著者記録含む）による．RecordedinmmEthantwosurveys．

ほかにａ

ｄ△

ｂ

88.4.28～5.4：３１（赤木崎）

ｄ△

88.4.28～5.4：７羽

97.5.16～１７：３１２早１
84.4.30

△

96.3.12：Ｊ冬１（北部牧場）
ｄ

ｄ

ｄ

ｂ

963.23～２４：３羽(ﾍﾘﾎ゙ ﾄー付近草地,大間～荒木崎）
88.3.24～２５：１羽

。◎。●。◎ｄｄ△繁殖〔著者が幼鳥確認］
一 百 百一一Ｊ
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